
２０２３年 ６月議会報告  Vol.33 

1 

 

 伊丹市議会議員 の活動報告 

 

  大規模自然災害時に地域の避難所に入れる！？ 

想定避難者数にあった避難所整備を 
居住人口と避難所面積のアンバランス 

 
本市は、大規模自然災害対策を「伊丹市地域防災計画」で定めており、震度７直下型地震の際、

避難者数を１５，１９５名と想定(計算式は下部参照)。 避難所は学校や共同利用施設等１２８施設 

など１７，７４４人分(３㎡/人)のスペースがあり、市全体では「避難所は十分足りる」と見込んでいる。 

 

避難所スペースが足りない地域も 

ただ市内小学校区別で計算すると、避難所充足率

の地域差が鮮明になった。主に南部の避難所が不足

している傾向がある。（右表参照） 

有岡小学校区では３人に１人しか校区内に避難で

きない一方、スポーツセンターや緑ヶ丘体育館がある

地域の避難所には余裕がある状態。 

市は補助避難所として公共施設開設や、スペース

に余裕のある避難所へのバス移送などを想定する

が、 非常時の混乱の中、「自治会ごとのバス移動」は

現実的とは思えない。 

 

あらゆる機会を活用し、環境整備を進めよう 

現在、南小学校区にはファミリー層向け大規模マンション群

が建設されており、今後充足率は大幅に下がる。 

充足率が低い地域では、共同利用施設の統合再編や、学校

の大規模改修の機会を活かし、想定避難者数に耐えうる環境

整備が必要、と問題提起した。今後も働きかけを続けていく。 

 

 

計算式での想定避難者数と収容人数一覧。 

充足率が低い上位５つと、高い小学校区。 

［あくまでイメージ  大津留作成］ 

想定避難者の計算方法 

①８万世帯×全壊率１０．６％ 

②震災時全壊家屋６，０７８戸は

耐震化されたと想定、差引く。 

③２．５人/世帯 

  →想定避難者数１５，１９５人 
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財政最優先で文化・芸術を 

考える市の姿勢に危機感 
 
アイホール（演劇ホール）問題が大詰めだ。 

市は２２年度から３年間、演劇事業の縮小、

大幅な人員・経費削減をしてアイホールを  

運営する一方、いたみホール、アイフォニック 

ホールを含め、今後のあり方を検討している。 

 

選択肢は２つ。 

■３館とも長寿命化工事をする。 

■アイホールの用途を演劇からクライミング等に変更して、演劇機能を他の２館に統合する。 

 

市は効率化・有効活用など財政面に加え、文化振興の観点

から検討しており、今年度中に中間報告、来年度上半期には

最終報告するという。 

財政最優先で文化を考える市の姿勢に危機感を抱く。 

公立の文化施設には、文化的なつながりを求めて人々が 

集まる拠点、「文化的コモンズ」の役割が期待されている。 

その視点を忘れないで検討をして欲しい、と要望した。 

 

統合新病院建設へ本格着手 

市立伊丹病院と近畿中央病院の統合新病院工事は、地元住民へ工事説明会を開催した後、５月ＧＷ

明けから工事が始まった。２０２６年度の開院、２７年度のグランドオープンを目指す。 

運用面の話し合いも進んでいる。両病院従事者でチームをつくり、運用計画や医療機器の選定、医療

情報システム検討に加え、人事評価制度や運用計画、人員配置計画などを断続的に続けている。 

また、当初から関心の高い近畿中央病院跡地への民間病院誘致に向けたスケジュール案策定や、  

近隣住民への説明会など、しっかりと進めて欲しい、と要望した。 

 
 
 

 

 

６月議会 質問報告 
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選挙後、初めての定例会だった６月議会。 

新人議員も含め、全議員が一般質問。 

その中から身近な話題をピックアップします。 

  

 

教諭の時間外勤務実態 

(２３年４月) 
     

８０時間超  １００時間超 

小学校   １．６％       ０     

中学校  ４３．７％    ２５．２％  

高 校   ２０．０％    １１．４％  

 (市教委調べ) 

 

中学教諭の２５％が残業１００時間越え 

発症１ケ月前に１００時間超の時間外労働や、健康障害発症前の  

２〜６ヶ月間で月平均８０時間超の場合、健康障害と長時間労働の

関連性が強い「過労死ライン」といわれる。 

市内学校教諭でみると昨年度より減少したとはいえ、中学校教諭

のほぼ半数が、「過労死ライン」に該当するのが現状。各学校での 

工夫も限界だ。教諭増など根本的な対策が急がれる。 

 

近中が来年１月で分娩取り扱いを終了 

昨年度の分娩実績は、市立伊丹病院が３３０件、近畿中央病院が   

２０３件と、両病院あわせて５３３件だった。 

周産期・小児専門の集中治療室のほか、感染症患者に対応可能な

分娩室を整備する統合新病院では、産婦人科病床を３９床整備する

ことにより、約６００件の分娩受け入れを想定している。 

なお、近畿中央病院は来年１月末をもって分娩取り扱いを終了。   

今後、新たな分娩予約は、市立伊丹病院が受入れをおこなう、という。 

 

 

 

天神川氾濫災害は人災か、設計通りでは無かった工事 

５月８日未明、大雨による増水で、県が管轄する天神川河川工事箇所で土のうが崩れ、荒牧６丁目  

付近に床上浸水２戸、床下浸水１０戸の家屋被害をもたらした。 

 河川工事は市の荒牧トンネル拡幅工事と一体的に施工 

するため２０２０年７月に県と市が協定を締結。県が一括して

工事をしていた。 

６月８日開催の第１回「天神川氾濫災害調査委員会」は

非公開のため、どんな議論が行われたのか分からないが、

県の資料によると、大型土のうを高さ２ｍ設置すべきところ 

実際は１．６ｍだったことや、河川断面の通水幅４ｍが２ｍと

設計より狭くなっていたなどが確認できる。 

今後は設計通りでは無かった理由や、その影響の有無等

の検証がおこなわれ、秋頃に結論を出す、という。 

６月議会 

アレコレ 

［近畿中央病院 web］ 

 

［調査委員会資料より］ 
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核兵器禁止条約に加盟することを 

政府に求める請願が大差で不採択。 

同趣旨の請願不採択は「５回連続」。 

伊丹市議会の良識が問われている。 

 

 

 

 

 

フォト・ダイアリー ～日常の一コマ～ 

 

[写真説明  左上から時計回り] 

■3期目も会派「フォーラム伊丹」メンバーと。 

■大阪コリアタウン歴史資料館。入口には「共生の碑」。 

■大椿ゆうこ参議院議員と。参議院会館の控室にて。 

■無料学習教室始まる。家でも学校でもない勉強空間。 

  阪急新伊丹駅北側の日本キリスト教団伊丹教会２F。 

■ウクライナ危機の即時停戦を求めるスタンディング。 

  阪急伊丹駅前で。２度目の夏が来る。 

 

 

【プロフィール】１９７１年福岡県大牟田市生まれ。 稲野町在住。 

■近畿大学法学部法律学科卒■国際交流ＮＰＯスタッフとして

「地球一周の船旅」参加■中川智子衆議院議員(前宝塚市長)

秘書■建設従事者の組合・阪神土建労働組合書記局に入局 

■２０１５年の市議選に社民党公認で当選。１９年再選、２３年 

３選■会派「フォーラム伊丹」■稲野自治会役員■防災士 

 

 市政に対するご意見や疑問、お聞かせください。 
 困ったこと、悩んでいること、一緒に考えましょう。 

伊丹市議会議員 おおつる
大 津 留

 求
もとむ

 
090-8122-7114  http://ootsuru.com 

日
々
雑
感 

 

■
子
ど
も
の
頃
に
釣
っ
て
い
た
ザ
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れ
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声
を
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げ
な
い
方
が
ラ
ク
な
社
会
。
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か
ら
。

毎
年
５
月
３
日
は
、朝
日
新
聞
阪
神
支
局
へ
。 

■
オ
ア
シ
ス
に
花
を
挿
す
無
心
無
言
の
時
間
。 

■
「
あ
ん
た
も
わ
し
も 

お
ん
な
じ
い
の
ち
」
。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
を
お
こ
な
う
抱
樸
館
で
の 

コ
ト
バ
。入
管
法
改
正
の
国
会
論
戦
を
見
て
。 

■
し
と
し
と
降
る
雨
が
懐
か
し
か
っ
た
６
月
。 

■
民
俗
や
文
化
の
違
い
を
認
め
合
い
多
文
化

共
生
の
街
づ
く
り
。
「
第
27

回
伊
丹
マ
ダ
ン
」

は
、
11

月
19

日
に
三
軒
寺
前
広
場
で
開
催
。 

■
始
め
て
は
い
け
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は

出
口
が
見
え
ず
。外
交
の
重
要
性
を
改
め
て
。 

■
た
く
さ
ん
の
方
々
の
熱
い
想
い
を
胸
に
。 

真
価
が
問
わ
れ
る
3

期
目
。
こ
の
４
年
間
も

自
分
ら
し
く
地
道
に
活
動
し
た
い
、と
思
う
。 

 

http://ootsuru.com/

